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研究成果の概要（和文）：本研究は、２０世紀中葉を代表する作曲家の一人、ジェルジ・リゲテ

ィを、彼の出自、中東欧という文脈から捉え直そうとするものだった。彼の生地、トゥルナヴ

ェニ（ルーマニア）、および彼が前半生を過ごしたクルージ・ナポカ（ルーマニア）、ブダペス

ト（ハンガリー）などで、調査を行ない、伝記的事実を確認したほか、文化的なバックグラウ

ンドについても考察を行った。さらに、それらの成果を、ハビトゥス（振る舞い方）という概

念を介して彼の作品解釈へと結びつけた。 

 

研究成果の概要（英文）：This project aimed at acquiring a new perspective to the 

compositions by György Ligeti, reexamining his background from Hungarian speaking Jewish 

family in Transilvania. Researches in Tarnaveni (Romania), Cluj-napoca (Romania) and 

Budapest (Hungary) were committed and the cultural background of his younger days was 

examined. Based on this new information, some analysis on his compositions was published.  
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2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2009 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2010 年度 700,000 210,000 910,000 

2011 年度 700,000 210,000 910,000 

  年度  

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 
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１．研究開始当初の背景 

 ヨーロッパにおいては近年まで、そして日

本においては今でも、ジェルジ・.リゲティ

（1923-2006 年）は、戦後の西欧前衛音楽作

曲家の一人と見なされてきた。それも故のな

いことではないが、ただここでは彼の特異な
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経歴（すなわちハンガリー語を母語とする、

ルーマニア人として、ユダヤ系の家庭に生ま

れ、ナチスによって親族を殺され、ハンガリ

ー動乱に際して西側に亡命した、という精神

的文化的バックグラウンド）が無視されてお

り、彼の音楽に対する理解も表面的なものに

ならざるを得なかった。 

 また日本においては特に、リゲティの情報

は英、独、仏語経由でもたらされたものが多

く、彼が西欧の対して抱いてた微妙な違和感

や距離もほとんど見過ごされてきた。しかし

このような「中央」や「伝統」に対する距離

こそ、リゲティの創作の核にある問題である、

と考えられる。 

 

 

２．研究の目的 

 上記のような観点から、具体的には次の各

項目を解明することを目的とする。 

(1)幼少期から学生時代にかけてのリゲティ

の音楽的環境を明らかにし、そこでの民俗音

楽の役割などを検討すること。 

(2)第二次大戦後の「前衛音楽」のサークル

におけるリゲティの位置を、ブレーズやシュ

トックハウゼンを参照軸としながら明確に

すること。 

(3)リゲティ自身の「ヨーロッパ音楽」理解

を彼の著作や音楽作品の分析によって明ら

かにすること。 

 そして、最終的にこれらを総合する論点と

して 

(4)リゲティ唯一のオペラ《ル・グラン・マ

カーブル》を中心とする彼の諸作品を、中東

欧音楽の視点から解釈することで、これまで

とは次元の異なる作品理解を導く、というの

が本課題の目的である。 

 

 

３．研究の方法 

 研究方法としては、主に現地におけるフィ

ールド調査と文献調査、そして楽曲の詳細な

分析を組み合わせる。 

(1)現地調査については、生地トゥルナヴェ

ニ（ルーマニア）、クルージナポカ（ルーマ

ニア）、ブダペスト（ハンガリー）などで記

録の調査や聞き取り調査などを行なった。 

(2)文献調査については、リゲティによる著

作集、Ligeti, György, Gesammelte Schriften, 

ed. Monika Lichtenfeld, Basel: Paul Sacher 

Foundation, 2003.、あるいは近年の重要な

著作、C. Floros, György Ligeti: Jenseits 

von Avangarde und Postmoderne (1996), R. 

Steinitz, György Ligeti: Music of the 

Imagination（2003）、およびこれらに関連

する論文を慎重に読み解いた。 

(3)楽曲分析については、彼の唯一のオペラ

「ル・グラン・マカーブル」の細部の検討、

あるいは初期の代表作の一つ「アパリツィオ

ン」の分析などを行なった。 

 

 

４．研究成果 

 核となる成果は、下記の雑誌論文①「中欧

の作曲家としてのリゲティ：「規範」とのこ

じれた関係」である。これは、将来まとめる

予定のリゲティに関するモノグラフの中心

になる論考である。ここでは、本研究によっ

て得られた様々な知見を、「ハビトゥス（振

る舞い方）」という概念によって、楽曲分析

に結びつけ、それが有効に機能することが論

じられている。このアイディアは、本研究の

中心的成果である。 

 また上記リゲティによる著作集のうち論

文 “Konvention und Abweichung: Die 

»Dissonanz« in Mozarts Streichquartett 

C-dur KV 465“（同書 S.271-278.）について



 

 

は、試訳を作成した。これら２点を合わせて、

研究成果報告書としてまとめ、年度末に刊行

した。またリゲティに関する論考を含む著作

『中東欧音楽の回路』（岩波書店）を刊行し

たが、これはサントリー学芸賞、木村重信民

族芸術学会賞を受賞し、評価を得た。 

 これらも含めて下記のような論考、発表を

行い、リゲティの音楽、および中東欧音楽の

文脈について、研究成果を公表した。 
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